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（百万円未満切捨て）  

１．平成 23 年３月期第３四半期の業績（平成 22 年４月１日 ～ 平成 22 年 12 月 31 日） 
(1) 経営成績(累計)                          （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益       経 常 利 益     四半期純利益 

 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％ 百万円   ％

23 年３月期第３四半期 238   △15.7 △203     － △202    －  △205     － 

22 年３月期第３四半期 283  △40.9 △242     － △238    －  △239     － 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１ 株 当 た り 
四半期純利益 

 円 銭 円 銭

23 年３月期第３四半期 △6,061.87 － 

22 年３月期第３四半期 △7,059.83 － 

 
(2) 財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円 銭

23 年３月期第３四半期 674 577 85.6 17,043.71

22 年３月期 866 785 90.6 23,176.39 

(参考)自己資本  23 年３月期第３四半期   577 百万円   22 年３月期    785 百万円 
 
２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

（基準日） 第１ 
四半期末 

第２ 
四半期末 

第３ 
四半期末 期末 年間 

  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭
22 年 3 月期 －   0.00 －  0.00 0.00

23 年 3 月期 － 0.00   －   

23 年 3 月期（予想）     0.00 0.00

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：無 
 
３．平成 23 年３月期の業績予想（平成 22 年４月１日 ～ 平成 23 年３月 31 日） 

（％表示は対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 
 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 円 銭

通 期 800  △10.0 △150 － △149 － △150  －  △4,425.17 

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：無



 
 
４．その他   (詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。) 

  
(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 
 (注)簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 
  ①会計基準等の改正に伴う変更         ：無  
  ②①以外の変更                ：無 
 (注)「四半期財務諸表の作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理

の原則・手続き、表示方法の変更の有無となります。 

 
(3) 発行済株式数(普通株式) 

①期末発行済株式数(自己株式を含む) 
②期末自己株式数      
③期末平均株式数(四半期累計) 
 
 

23 年 3 月期 3Q 33,897 株 22 年 3 月期 33,897 株

23 年 3 月期 3Q ―株 22 年 3月期 ―株

23 年 3月期 3Q 33,897 株 22 年 3 月期 3Q 33,897 株

 
※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半
期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 
 
※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合
理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可
能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）3ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．定性的情報・財務諸表等 

(１)経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期会計期間のわが国経済は、海外経済の改善や緊急経済対策を初めとする政策の効果

などを背景に、ようやく回復基調が見え始めました。一方、米国、欧州を中心とした海外景気の下

振れ懸念等による急激な円高の進行や、デフレの影響など、景気を下押しするリスクも存在し、先

行きの不透明さを払拭できない状況が続いております。 
 政治情勢においては経済情勢以上に大きく変化し、新政権発足後各分野で新しい政策が打ち出さ

れましたが、この中で当社が関連するライフサイエンス分野につきましては、新成長戦略において

重要な戦略分野として掲げられており、現実には、社会の急速な高齢化への対処と、癌やメタボリ

ック・シンドロームなどに対する予防医療の必要性が強く打ち出され、経済の悪化局面におきまし

てもライフサイエンス関連環境における需要は安定的に進むものと考えております。 
このような状況下において、当社は選択と集中による研究受託事業の拡大による業績改善を目標

に、受託解析サービス事業の強化及び診断事業メニューの充実を図っております。 

 これらの結果、第３四半期会計期間の売上高は 238 百万円(前年同四半期比 84.3%)となりました。

利益面では、営業損失 203 百万円(前年同四半期 242 百万円)、経常損失 202 百万円(前年同四半期 238

百万円)、第３四半期純損失 205 百万円(前年同四半期 239 百万円)となりました。 

 

事業部門別事業状況は次のとおりです。 

 

【研究受託事業】 

 マイクロアレイを使用した受託解析サービスでは、リピート顧客フォローの充実による繰り返し

受注の確保と、運動疲労・精神疲労チェックなどの提案型研究受託案件の強化を図っております。

また、新規受託メニューとして、WaferGenBiosystems,Inc.(以下 WaferGen 社)製 SmartChip(注 1)を用

いた受託を開始しました。 

 診断事業においては、リウマチ総合診断支援サービス拡販の一環として、提携クリニックの充実

を推進するとともに臨床現場で研究に必要なデータをデータベース化した臨床インフォマティクス

支援ソリューションの立ち上げを開始しました。 

その結果、第３四半期累計期間の売上高は、141 百万円(前年同四半期比 108.9%)となりました。

 

【商品販売事業】 

 複数の医学系大学から「ハイブリ先生」を受注するとともに、公的研究機関から高速シーケンサ

関連の試薬を受注しました。 

 その結果、第３四半期累計期間の売上高は、97 百万円(前年同四半期比 63.6%)となりました。 

 

 

（注１）SmartChip：一度に 5,000 以上の反応が可能な Real time PCR 装置で、従来の Real time 

PCR 装置の 10 倍以上のパフォーマンスを有している。また、1反応が 100nL と非

常に微量で、従来の反応の 100 分の１の容量で測定することができる。 

 

 

(２)財政状態に関する定性的情報 

①資産・負債及び総資産の状況 

 (資産) 

流動資産は、前会計年度末に比べて 188 百万円減少し、593 百万円となりました。これは、現

金及び預金 194 百万円、受取手形及び売掛金 59 百万円減少しましたが、たな卸資産の増加 65 百

万円もありました。 

固定資産は、前会計年度末に比べて、3百万円減少し、81 百万円となりました。これは、有形

固定資産の取得 14 百万円の増加もありましたが、減価償却による減少 13 百万円、投資有価証券

の時価評価による減少 4百万円などによるものです。 

この結果、総資産は、前会計年度末に比べて 191 百万円減少し、674 百万円となりました。 

(負債) 

流動負債は、前会計年度末に比べて 15 百万円増加し、95 百万円となりました。これは、買掛

金が、27 百万円増加したことなどによるものです。 

固定負債は、前会計年度末とほぼ同額の、1百万円となりました。 

（株）ＤＮＡチップ研究所　（2397）　平成23年３月期　第３四半期決算短信

2



 
この結果、負債合計は、前会計年度末に比べて 15 百万円増加し、97 百万円となりました。 

 

(純資産) 

 純資産は、前会計年度末に比べて 207 百万円減少し、577 百万円となりました。これは、四半

期純損失 205 百万円によるものです。 

 

②キャッシュ・フロ－の状況 

 ・現金及び現金同等物は、前会計年度末に比べ 194 百万円減少し 356 百万円となりました。 

 ・営業活動によるキャッシュ・フロ－は、179 百万円の支出となりました。(前年同四半期は支出

196 百万円)これは、税引前四半期純損失 204 百万円やたな卸資産の増加 65 百万円による支出が

主な要因ですが、仕入債務の増加 27 百万円、売上債権の減少 59 百万円による収入もありまし

た。 

 ・投資活動によるキャッシュ・フロ－は、有形固定資産の取得により 14 百万円の支出となりまし

た。（前年同四半期は収入 195 百万円） 

 ・財務活動によるキャッシュ・フロ－は、収入、支出の実績はありませんでした。（前年同四半期

も収入、支出の実績はありません） 

 

 

(３)業績予想に関する定性的情報 

主要顧客である大学等公的研究機関での研究投資の縮小傾向や、加えて医療制度抑制策等による

国内市場拡大の抑制が今年も続くものと思われます。 

このような環境の中、当社は引き続きアジレント社製各種マイクロアレイを使用した受託解析サ

ービス及びゲノム医学解析等の研究受託事業を中心に事業を展開していきます。特に、受託解析サ

ービスにおいては、従来の大学・研究所中心のビジネスに加え、製薬会社・食品会社等の企業向け

ビジネスの拡大を目指し大口顧客への対応を強化するとともに、WaferGen 社製 SmartChip を用いた

受託を新規メニューとして加え、事業の拡大を推進しております。 

ゲノム医学解析については、ＣＮＶ解析を中心に新たな大学、研究機関向けからの受注確保を図

ります。 

また、診断ビジネスにつきましては、「リウマチ総合診断支援サービス(レミケード効果予測検

査)」に加えてエンブレル(注 2)、アクテムラ(注 3)の効果予測検査を商品化させ、リウマチ多剤効果判

定を推進してまいります。さらに臨床インフォマティクス支援ソリューションによる医療機関向け

研究情報処理支援を推進してまいります。 

商品販売事業におきましては、米国イルミナ社の高速シーケンサ関連ビジネスについては、他社

とのアライアンスにより高速シーケンサを用いたデータ取得から、そのデータの統計解析までの幅

広い範囲の事業を展開してまいります。また「ハイブリ先生」については、引き続き遺伝子解析実

習等を行うスーパーサイエンススクール等学校を中心に拡販してまいります。 

一方、研究開発につきましては、これからの臨床診断チップの一層の高感度化を目指し、独立行

政法人産業技術総合研究所と「生体関連物質の微量検出を目的とした新技術開発」の共同研究契約

を継続して推進しております。 

将来の個別化医療に向けた臨床診断チップ開発では、「リウマチ総合診断支援サービス」に関する

提案が、独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構(ＮＥＤＯ)平成 22 年度第１回産業技術

実用化開発費補助事業に採択され、多剤効果判定のためのコンテンツの充実を推進してまいります。

また、大阪府(代表者：大阪府立成人病センター)及び国立大学法人大阪大学大学院医学研究科と共

同で進めてまいりました「消化器系癌の診断法の研究開発」につきましては、実用化に向けた検証

実験を実施中です。 

学会活動におきましては、６月のヨーロッパ・リウマチ学会（ローマで開催）で「リウマチ患者

血液細胞発現プロファイル解析」、６月の日本疲労学会では「運動負荷が末梢血遺伝子発現プロファ

イルに及ぼす影響の検討」、１０月の日本人類遺伝学会で「ＣＮＶ：ゲノムコピー数多型 ダイナミ

ックなゲノム構造変化と疾患研究」について発表しました。また、１２月の日本分子生物学会では

SmartChip による遺伝子発現解析や微量ＤＮＡを用いたアレイＣＧＨ解析等３件のポスター発表を

行い、好評を得ました。 

特許につきましては、「関節リウマチ患者におけるインフリキシマブ薬効の有効性を判断する方

法」及び「運動疲労状態を評価する方法及び評価用キット、並びに、物質が有する運動疲労予防回

復効果を評価する方法」及び「ＡＬＳ及びパーキンソン病研究の研究成果」の３件を申請しました。

これら研究開発活動推進のため、本事業年度の研究投資額は前年度と同程度を見込んでおります。
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なお、当期の業績予想につきましては、平成 22 年 4月 27 日発表の予想から変更はありません。

 
（注２） エンブレル：エンブレルは、従来の治療方法では十分に効果が得られない関節リウマ

チ患者の新たな治療薬として承認された生物学的製剤である。エンブレルは

関節リウマチに見られる炎症作用を著しく抑制する。エンブレルの有用性は

世界中で認められており、海外では、長期投与による臨床効果も実証されて

いる。またエンブレルは現在、世界 74カ国以上で承認されており、関節リウ

マチ以外の適応症を含めると、47 万人以上の患者に使用されている。 
 
（注３） アクテムラ：アクテムラは、IL-6(インターロイキン 6)レセプターを阻害して関節リ

ウマチを抑える、全く新しい作用の「生物学的製剤」である。作用機序が異

なるということは、より効果が高い、あるいは、従来の生物学的製剤では効

果不十分もしくは副作用で使用困難であった患者にも有効である可能性があ

る。アクテムラは国立大学法人大阪大学のグループにより開発された「日本

発」の生物学的製剤であり、すでにキャッスルマン病という疾患では 2005 年

４月にわが国で市販承認がおりている。関節リウマチに関しては、これまで

に国内外でいくつもの治験が積み重ねられ、2008 年４月、世界に先駆けて日

本で関節リウマチ治療に市販承認され一般の患者が利用できるようになっ

た。 
 

 
※本資料における予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであ

ります。予想に内在するさまざまな不確定要因や今後の事業運営における内外の状況変化等により、

実際の業績と異なる場合がありますので、ご承知置きください。 
 

 

２．その他の情報 
(１) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①棚卸資産の評価方法 
当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前会計年度末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 
また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味

売却価格を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 
②固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予

定額を期間按分する方法によっております。 
なお、定率法を採用している資産については、会計年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。 
(２) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

該当事項はありません。 

(３) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 
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3. 四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 356,003 550,798

受取手形及び売掛金 ※２  123,381 183,089

商品 32,111 36,901

仕掛品 73,627 3,238

その他 8,264 7,610

流動資産合計 593,388 781,637

固定資産   

有形固定資産 ※１  33,661 ※１  31,905

無形固定資産 986 1,714

投資その他の資産   

投資有価証券 45,731 50,300

その他 1,162 1,302

投資その他の資産合計 46,893 51,602

固定資産合計 81,540 85,222

資産合計 674,928 866,860

負債の部   

流動負債   

買掛金 69,426 42,111

その他 25,894 37,455

流動負債合計 95,321 79,566

固定負債   

引当金 1,876 1,683

固定負債合計 1,876 1,683

負債合計 97,197 81,250

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,116,368 1,116,368

資本剰余金 1,028,918 1,028,918

利益剰余金 △1,564,675 △1,359,196

株主資本合計 580,610 786,090

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △2,880 △480

評価・換算差額等合計 △2,880 △480

純資産合計 577,730 785,610

負債純資産合計 674,928 866,860
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(2) 四半期損益計算書 
【第３四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 283,328 238,845

売上原価 356,167 256,850

売上総損失（△） △72,838 △18,005

販売費及び一般管理費 ※１  169,754 ※１  185,922

営業損失（△） △242,593 △203,928

営業外収益   

受取利息及び配当金 3,975 1,330

為替差益 19 0

その他 3 －

営業外収益合計 3,998 1,330

経常損失（△） △238,594 △202,597

特別損失   

投資有価証券評価損 － 2,169

特別損失合計 － 2,169

税引前四半期純損失（△） △238,594 △204,766

法人税、住民税及び事業税 712 712

法人税等合計 712 712

四半期純損失（△） △239,306 △205,479
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △238,594 △204,766

減価償却費 12,951 13,224

投資有価証券評価損益（△は益） － 2,169

受取利息及び受取配当金 △3,975 △1,330

売上債権の増減額（△は増加） 167,478 59,708

たな卸資産の増減額（△は増加） △40,508 △65,599

仕入債務の増減額（△は減少） △109,682 27,315

その他 11,789 △12,010

小計 △200,542 △181,290

利息及び配当金の受取額 3,975 1,330

法人税等の支払額 △177 4

営業活動によるキャッシュ・フロー △196,744 △179,955

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 200,000 －

有形固定資産の取得による支出 △4,835 △14,840

投資活動によるキャッシュ・フロー 195,164 △14,840

財務活動によるキャッシュ・フロー   

財務活動によるキャッシュ・フロー － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,580 △194,795

現金及び現金同等物の期首残高 593,397 550,798

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  591,817 ※１  356,003
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(４) 継続企業の前提に関する注記 

 

  当第３四半期累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

   該当事項はありません。 

 

(５) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 

 当第３四半期累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

   該当事項はありません。 

 
(６) 財務諸表作成に関する注記 

(四半期貸借対照表関係) 

当第３四半期会計期間末 

(平成22年12月31日) 

前事業年度末 

(平成22年３月31日) 

※1 有形固定資産の減価償却累計額 

301,307千円

※2  四半期会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。 

 なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の

休日であったため、次の四半期会計期間末日満期

手形が、四半期会計期間末日残高に含まれており

ます。 

  受取手形    2,655千円 

※1 有形固定資産の減価償却累計額 

306,495千円

 

(四半期損益計算書関係) 

前第３四半期累計期間 

(平成21年４月１日 

平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 

(平成22年４月１日 

平成22年12月31日) 

※1 販売費及び一般管理費の主なもの 

役員報酬            39,414千円

給与手当            33,295千円

研究開発費            21,031千円

※1 販売費及び一般管理費の主なもの 

役員報酬           36,642千円

給与手当           31,782千円

研究開発費                 43,870千円

 

2 当社は、事業の性質上、売上高が第２四半期会計

期間及び第４四半期会計期間に集中する傾向があ

り、各四半期会計期間の業績に季節的変動がありま

す。 

  

2 当社は、事業の性質上、売上高が第２四半期会

計期間及び第４四半期会計期間に集中する傾向が

あり、各四半期会計期間の業績に季節的変動があ

ります。 

 

(四半期キャッシュ・フロー関係) 
前第３四半期累計期間 
自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日 

当第３四半期累計期間 
自 平成22年４月１日 
至  平成22年12月31日 

１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

  現金及び預金                391,817 千円 

有価証券              200,000 千円 

  現金及び現金同等物         591,817 千円 

１ 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲

記されている科目の金額との関係 

  現金及び預金                  356,003 千円 

有価証券                     ―   千円 

  現金及び現金同等物           356,003 千円 
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４．補足情報 

 
生産、受注及び販売の状況 

①部門別売上高 

前第３四半期会計期間 

自 平成21年４月 1日 
自 平成21年12月31日 

当第３四半期会計期間 

自 平成22年４月 1日 
至 平成22年12月31日 

 

金額 構成比 金額 構成比 

対前年 

同期比 

千円 ％ 千円 ％ ％ 

研究受託事業 
129,604 45.7 141,097 59.1 108.9 

商品販売事業 153,724 54.3 97,747 40.9 63.6 

合  計 283,328 100.0 238,845 100.0 84.3 

 

②部門別受注高 

前第３四半期会計期間 

自 平成21年４月 1日 
自 平成21年12月31日 

当第３四半期会計期間 

自 平成22年４月 1日 
至 平成22年12月31日 

 

金額 構成比 金額 構成比 

対前年 

同期比 

 千円 ％ 千円 ％ ％

研究受託事業 
195,420 38.0 199,624 54.6 102.2 

商品販売事業 319,115 62.0 165,996 45.4 52.0 

合  計 514,536 100.0 365,621 100.0 71.1 

 

③部門別受注残高 

前第３四半期会計期間 

自 平成21年４月 1日 
自 平成21年12月31日 

当第３四半期会計期間 

自 平成22年４月 1日 
至 平成22年12月31日 

 

金額 構成比 金額 構成比 

対前年 

同期比 

 千円 ％ 千円 ％ ％

研究受託事業 
82,840 31.5 77,006 52.6 93.0 

商品販売事業 179,752 68.5 69,498 47.4 38.7 

合  計 262,593 100.0 146,504 100.0 55.8 
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